
　皆さんの作品を募集します。応募方法は、
はがき裏書きもしくは作品を写真に撮りタ
イトルと作者名（ペンネーム可）をご記入
のうえ、広報こうた係までお送りください

（デジカメ写真の場合はメールで！）。

　

今
月
の
表
紙
は
、
12
月
６
日
（
日
）
に

国
道
23
号
岡
崎
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
道
の
駅

「
筆
柿
の
里
・
幸
田
」
で
来
駅
者
が
23
万

人
に
達
し
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た

と
き
の
写
真
で
す
。
28
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く

載
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
見
て
く
だ
さ
い
。

４
月
４
日
に
開
駅
し
て
８
カ
月
で
の
達
成

と
な
り
ま
し
た
。

皆さんからのお便りをお待ちしています

【コンテナガーデン最優秀賞】

坂崎区　小
こ さ か

坂　博
ひろたか

孝　さん

【コンテナガーデン優秀賞】

六栗区　米
よ ね づ

津　章
あきら

　さん

「新三郎ときつね」
　        　  荻

　昔、荻に新三郎という、気の強
い人が住んでいました。そのころ、
荻の村の人たちは、稲刈りをした
田んぼに麦をまくと、すぐに遠望
峰山へ行って、木を切ったり、割
り木を作ったりしました。それを
天びん棒で、かついで竹谷村(蒲
郡市)やとろ市(岡崎市福岡町)ま
で売りに行きました。
　ある日、新三郎は、とろ市に行
こうと、朝早く起き、天びん棒で
割り木をかついで、家を出ました。
横落をすぎ、岩堀の権現山まで来
たときです。一匹のきつねがいる
のに気づきました。

「ははん。あいつが、この権現山
に住んでいるきつねだな。信さん
も、ひどい目に会ったそうな。」
そう思った新三郎は、そうっと荷
をおろすと、天びん棒を引きぬき、

「えい、この古ぎつねめ。わしを
化かそうというのか。お前なんぞ
に化かされてたまるもんか。」
と、きつねめがけて天びん棒を振
りおろしました。きつねは、逃げ
回り、その後を新三郎は追いかけ

ました。ふと気がつくと、
「おおい、新さん。お前なにやっ
とるだ。こんなところで、さっき
から天びん棒を振り回して。訳の
分からないことをぶつぶつ言いな
がら。」という信さんの声が聞こ
えました。

「おお、信さんいいとこへ来た。
ほら、あそこに権現山の古ぎつね
がいる。お前も加勢しろ。」

「なにいっとるだ。きつねなんか、
どこにいる。」

「そうら、そこだ。お前も、法事
のごちそう取り上げられたんだ
ろ。早くやっつけろ。」
アッハッハ信さんの笑い声に、新
三郎はわれに返りました。
いつの間にやら、タ方になってい
ました。見ると、信さんは天びん
棒一本だけです。とろ市で割り木
をみんな売っての帰りのようで
す。権現山の木の枝が、あちこち
で折れていました。きつねに化か
されないつもりが、化かされてい
たのです。
　（「こうたの民話」の要約）

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ア
ー
モ
ン
ド
協

会
が
、「
１
日
23
粒
」
と
「
１
月
23
日
」

を
重
ね
合
わ
せ
て
制
定
し
ま
し
た
。

　

ア
ー
モ
ン
ド
は
、「
若
返
り
の
ビ
タ

ミ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を
は

じ
め
、
食
物
繊
維
、
ミ
ネ
ラ
ル
類
、
オ

レ
イ
ン
酸
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
10

種
類
以
上
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
、
１
日
に

手
の
ひ
ら
１
杯
分(

約
23
粒)

で
日
本

人
の
成
人
女
性
に
必
要
な
摂
取
量
が
ほ

ぼ
ま
か
な
え
ま
す
。
ま
た
、
ア
ー
モ
ン

ド
に
含
ま
れ
る
脂
肪
分
の
約
70
％
を
占

め
る
オ
レ
イ
ン
酸
は
、
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
残
し
て
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
減
ら
す
良
質
の
脂
肪
で
す
。

　

ア
ー
モ
ン
ド
栽
培
の
歴
史
は
古
く
、

１
世
紀
ご
ろ
の
ギ
リ
シ
ャ
の
植
物
図
鑑

に
は
す
で
に
ア
ー
モ
ン
ド
の
薬
効
に
つ

い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。
起
源
は

西
ア
ジ
ア
で
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ

て
地
中
海
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
大

西
洋
を
渡
っ
て
18
世
紀
に
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
ヘ
。
今
で
は
世
界
の
80
％
の
ア
ー

モ
ン
ド
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
モ
ン
ド
の
栄
養
素
を
美
容
と
健

康
に
生
か
す
に
は
、
１
日
23
粒
を
目
安

に
、
毎
日
継
続
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂

る
こ
と
が
大
事
。

　

同
協
会
の
サ
イ
ト
に
は
、
和
・
洋
・

中
ご
と
に
、「
ア
ー
モ
ン
ド
レ
シ
ピ
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
活
用
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
月
の
記
念
日

今
月
の
記
念
日

※資料 : カリフォルニア・アーモンド協会　http://www.californiaalmond.jp/

今月の作品は、コンテナガーデンコンテスト

からのセレクトです。

１
月
23
日
は
「
ア
ー
モ
ン
ド
の
日
」
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外
で
遊
ぶ
の
大
好
き
！

　

冷
た
い
風
が
吹
き
、
思
わ
ず

背
中
を
丸
め
て
し
ま
い
そ
う
に 

な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
勢
い
で 

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
縄
跳
び
、
一

輪
車
乗
り
、
竹
馬
な
ど
元
気

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ま
す
。
ド 

ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
保
育
士
も
時
々

一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
す
が
、
年

長
児
と
も
な
る
と
ボ
ー
ル
に
勢

い
が
あ
り
、
保
育
士
も
当
て
ら

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

「
メ
ン
バ
ー
集
め
て
ド
ッ
ジ
や

る
よ
！
」「
○
○
君
誘
っ
て
人

数
合
わ
せ
よ
う
」「
先
生
に
も

入
っ
て
も
ら
う
か
」
な
ど
と
子

ど
も
か
ら
積
極
的
に
動
き
ま

す
。

　

年
中
児
た
ち
の
多
く
は
、
竹

馬
や
縄
跳
び
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
で
き
な
い
子

に
は
年
長
児
が
「
こ
う
や
っ
て

み
る
と
簡
単
だ
よ
」「
足
は
こ

こ
に
乗
せ
て
ね
」
な
ど
と
、
乗

り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

れ
ま
す
。
遊
び
の
中
で
教
え

合
っ
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
ル
ー

ル
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
か
か
わ
り
が
深
ま
っ
て

い
く
の
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も

天
気
の
良
い
日
は
外
で
元
気

い
っ
ぱ
い
遊
び
ま
す
！

掲載写真を印刷してプレゼント。
希望者は企画政策課まで。

杉
すぎやま

山　真
ま ゆ み

弓　さん

市場区在住　25 歳　会社員
身長　154cm　Ｂ型
好きなタイプ　波長が合って、包容
　力があり、背が高い人
好きな芸能人　大沢たかお、亀梨和也
　唐突ですが、私は幸田が大好きで
す。魅力的な所がたくさんあります。
　まずは、人。私の周りにいてくれ
る幸田の人たちは、ずっと変わらず
に私に元気を与えてくれます。
　次に、自然。カエルや鈴虫など生
き物の鳴き声を年中聞くことができ、
季節の移り変わりを耳で感じること
ができます。
　そして、私の大好きな場所、図書館。
学生時代、朝一番で列に並び、友人
と通っていました。今でもあの独特
な雰囲気が好きで暇さえあれば訪れ
てしまいます。
　そのほかにも幸田には魅力があり、
すべては書ききれませんが、これか
らも地元の皆さんから愛される素敵
な幸田でいてほしいです。

編
集
者
の

　
　
　

ひ
と
こ
と

編
集
者
の

　
　

 

ひ
と
こ
と

△ 

△ 

第
　
走
者 

△

▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
写

真
を
撮
り
に
行
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
１
月
号
の
広
報
こ
う
た
と
同
時

に
、
２
年
分
の
広
報
こ
う
た
を
と
じ
る

フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
ま
し
た
。
今
月
号

か
ら
順
番
に
つ
づ
っ
て
保
管
し
て
く
だ

さ
い
ね
。
と
じ
フ
ァ
イ
ル
の
表
紙
は
遠

望
峰
山
か
ら
撮
っ
た
役
場
周
辺
の
写
真

で
す
。
裏
表
紙
に
は
町
内
の
病
院
・
医

院
と
歯
科
医
院
の
電
話
番
号
と
場
所
を

載
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

今
年
も
子
ど
も
と
の
会
話
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
の
で
期
待
し
な
い
で
待
っ

て
て
く
だ
さ
い
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
弱

い
の
で
（
笑
）。
あ
る
日
、
息
子
と
学

校
へ
行
く
用
事
が
あ
り
ま
し
た
。
父

「
今
日
、
車
で
一
緒
に
学
校
ま
で
行
こ

う
か
。」
息
子
「
自
転
車
で
行
こ
ま
い
。

ガ
ソ
リ
ン
代
が
も
っ
た
い
な
い
じ
ゃ

ん
。」
父
「
そ
、
そ
う
だ
ね
…
」
息
子

の
方
が
エ
コ
が
身
に
つ
い
て
い
る
？
見

習
わ
な
く
て
は
（
笑
）。

　

最
後
に
、
今
年
も
町
民
の
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
る
読
み
や
す
い
広
報
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
感
想
や
要
望
な

ど
企
画
政
策
課
情
報
グ
ル
ー
プ
ま
で
伝

え
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｒ
）

▽
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
す
。
昭
和
か

ら
平
成
に
な
り
22
年
目
に
入
る
の
で
す

ね
。
21
世
紀
が
始
ま
っ
て
10
年
目
。
世

紀
末
と
大
騒
ぎ
し
て
か
ら
10
年
。
つ
い

こ
の
間
の
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
が

…
。「
時
間
を
大
切
に
」
と
心
に
刻
も

う
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
М
）
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